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第 5回千葉県医師会学術大五三連合大会演説要旨
(昭和34年 11月21日於千葉大学医学部新館〉 
1. 条虫症の臨康的観察 
長島豊晴，。正木 栄(国立千葉病院内科〉
昭和 21年より 34年迄の 14年聞に，無鈎線虫症
46例，広節裂頭結集虫症2例，有鈎蔽虫症 1例，短小
線虫症 1例，計 50例の鯨虫症を経験したので臨床
的事項の 2，3について報告する。 
1) 症例 
2) 年次別症例数 
3) 性別，年令，職業 
4) 推定感染地，感染原因 
5) 体節排出状況(受診迄の期間，排出機会，排
出個数) 
6) 自覚症状，他覚所見 
7) 鯨虫卵の検出成績 
8) 末梢血液像 (R.Hb. FI.Eo) 
9) 治療 
  
10) 虫体標本
 
2. 千葉県某町小中学校における集団扇桃手術と
年後の成績
奥田 稔ほか教室員一同(耳鼻咽喉科) 
われわれは昭和 33年8月千葉県某町小中学校生
徒 96人民口蓋屑桃摘出術及び咽頭扇桃切除術を施
行した。また，術前，術後 1年1[，耳，鼻，咽の一般 
検査，聴力検査，アンケートによる自覚症検査，体
格検査，担任教師の観察を行ってその術後成績を検
討した。手術適応者で手術をうけなかった 56人を
対照にとった。手術をうけたものは対照K比し自覚
的には難聴，鼻漏，鼻性注意不能，感冒擢患が，他
覚的lとは難聴，鼻所見が著しく改善され，学業の良
好となったものが多かった。体格の向上は著しくな
かった。集団扇桃子術は慎重に行えば事故も少し
その実施は，困難ではなく， いろいろの利点を伴
い，術後成績にもみるべきものがある。
3. 磁気の名種疾患に及ぼす影響
富塚八十一(東京都)
演者は磁気枕を高血圧症，腎疾患，各種貧血，肺 
結核症，各種神経症，神経痛，端息，癒摘等l乙用い
治療効果を見7こ。次ぎに是等の治癒機序を知る為め
l乙一方脳波，植物神経機能試験を行い他方血液の試
験管内実験，動物実験等を行い是等の所見より植物
神経系の変調， リンパ，白血球，網内系細胞の機能
允進，下垂体副腎皮質のホルモンの賦活等が広く作
用して是等疾患の治癒をもたらすものとの結果lζ達
したので是等の成績に就いて述べようと思う。 
4. 緑色腫の 1剖検例に就て
岩田恵夫，砂山孝，原恒男
(熊谷協同病院内科〉
植山寿男(深谷日赤病院検査科〉
我々は最近腫蕩形成性白血病の 1例を経験し，幸 
l乙剖検するを得，稀有なる緑色腫である事を確認し
得たので，その臨床経過並びに剖検所見に就て報告
する。患者は 18才男子，職業農。昭和34年6月上
旬貧血に気付き， 7月上旬下肢運動不全麻痔，同時
に排尿排便困難出現， 7月下旬東京某院にて白血病
の診断をうけ入院加療をうけていたが，事情により
8月下旬当院へ転院してきた。転院時高度貧血，白
血球増多，出血傾向の他民特有所見として眼球突
出，右側頭部鶏卵大腫癌，左側第E肋骨胸骨附着部
揖指頭大腫癌を認め，視力は殆んどなく，高度難聴
を呈し，血液所見にては白血球は骨髄性と思考され
る幼若白血球がその大多数を占めていた。患者は入
院後鼻出血継続し，急性の経過にて約 1週間後死亡
した。剖検するに，生前認められた腫癌は著明に緑
色を呈し，尚他臓器並びに身体各所lζ多数の緑色を
呈せる腫蕩性増殖が認められ，その所見より緑色腫
なる事を確認した。
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